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研究成果の概要（和文）： 血縁・地縁の弱体化により、高齢者が安心して住み慣れた地域に住み続けるために
は、血縁・地縁以外に高齢者を支える仕組みが必要である。本研究では高齢者の家に若者が同居するホームシェ
ア・プログラムを取り上げ、日本での有効性を検討した。
 第一に住民調査により、高齢者は若者との交流を望むが若者は望んでいないため、若者への動機づけの必要性
があること、第二に異世代間コミュニケーション実験を行い、場の設定が交流の活発さに影響することを明らか
にした。第三に高齢者インタビューや同プログラムの実施者の会議の結果、中立公正な仲介者が必要なこと、若
者に魅力的な借り手と貸し手の事前の取決めが重要であることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）： Japan, the most aged society in the world, is experiencing a rapid increase
 in the number of senior households. With younger family members moving far away and communities 
lacking social interaction, many elderly individuals and couples are unable to continue living in 
their homes. This study focuses on “Homeshare,” a program that encourages young people to live in 
the elderly’s homes and examines the possibility of effectively introducing this in Japan.
 First, a social survey of urban dwellers showed that motivation for intergenerational changes was 
higher among the elderly, suggesting that strong incentives for younger individuals is necessary. 
Second, communication experiments conclude that setting has an important effect on intergenerational
 communication. Finally, a fair and neutral agency acting as a facilitator for arrangements between 
the two generations would ease the process of cohabiting in the form of Homeshare.

研究分野：社会老年学、社会心理学
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１．研究開始当初の背景 

高齢単身世帯、高齢夫婦のみ高齢者世帯の

増加が近年著しい。2014年には高齢者のいる

世帯のうち 56％にのぼる。これから特に後期

高齢人口の増加が予想され、住み慣れた自宅

でできるだけ住み続けられる社会の実現が

求められている。しかし、血縁・地縁の弱体

化が指摘される現在、高齢者が安全・安心に

住み続けるには外部からのサポートが必要

とされる。 
 
２．研究の目的 
本研究は孤立しがちな高齢者と若者の交

流を図ることにより、問題の解決を図ること

を目的としている。具体的には 

(1)高齢者と学生が共棲するホームシェア・プ

ログラムの日本への導入を試み、問題点を把

握し日本に合うシステムを検討する。 

(2)高齢者と若者の有効な交流促進方法につ

いて検討する。 
 
３．研究の方法 

(1)神戸市鶴甲住民に対する悉皆調査とイン

タビュー調査により、世代間交流についての

態度を世代・男女別に把握する 

(2)３つの異なる場面を設定し、同世代、異世

代間のコミュニケーション行動が場の設定

によってどのように異なるかを検討する 

(3)日本においてホームシェアプログラムを

実施している主催者とともに、運用上の問題

点や成功に導く方略について検討する。 

 

４．研究成果 

図 1 異世代間交流志向（高齢者群と非高齢者群の比較） 

(1) 異世代間交流志向は年齢により差がみ

られ（図 1）、高齢者の方が若い世代より高か

った。若者に高齢者との交流プログラムに参

加を求めるには、インセンティブが必要であ

ることが示唆された。 

インタビュー調査の結果では、高齢者は若

い世代と交流したいという気持ちは強いも

のの、同居ではなく、集合住宅であれば同じ

建物、或いは近所に若い人が住んでほしいと

考えていることが明らかになった。 

 また異世代間交流志向は、ソーシャル・キ

ャピタルに関連する指標とも相関が高く（表

1）、単に若い世代とかかわりたいだけではな

く、広く地域社会や地域の人とかかわりたい

という志向性と関連することが示唆された。 
 
表 1 異世代間交流志向とソーシャル・キャピタル関連
指標との相関 

 
(2) コミュニケーション実験の結果では、場

の設定によりコミュニケーションの活発さ

に違いがあること、同世代は異世代より活発

なコミュニケーションになることが判明し

た。異世代間コミュニケーションを図るには、

場の設定が重要であることが判明した。 
  
(3) 日本におけるホームシェアプログラム

主催者が一堂に集まり、第 1 回 日本ホーム

シェア会議を開催した。日本におけるホーム

シェアプログラムの実施者は少しずつ増え

ているとはいえ、全国で未だ 10 例程度であ

る。高齢人口の増大に適したプログラムであ

るという評価は得られるようになったが、実

際は日本の住宅事情や個人志向の進行、或い

は別居の家族の反対など現実にはなかなか

浸透しない状況が明らかになった。成功させ

るには、大学や自治体など公共性の高い中立

的な組織が介在することが、プログラムへの

信頼性を高めることが明らかになった。また
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貸し手（高齢者）と借り手（若者）の事前の

取り決めも重要であった。各プログラム主催

者は様々な工夫もしていることも明らかに

なった、また新規にプログラムを始めたいと

いう地方自治体などもあり、ホームシェアの

ネットワークを構築し、有用な情報を共有す

ることの重要性を確認した。今後はネットワ

ークを構築して連携を深め、次回の世界ホー

ムシェア会議の日本開催を目指すことを約

した。 
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